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金…木…だ醒翼…よ…り

す
ぐ
れ
た
自
然
趾
観
を
活
用

し
、
都
市
生
活
者
等
に
休
養
の

場
を
与
え
、
あ
わ
せ
て
腱
家
所

得
の
瑚
大
を
図
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
金

木
町
の
自
然
休
養
村
那
業
も
、

い
よ
い
よ
五
十
三
年
度
か
ら
川

ヵ
年
計
画
で
那
業
実
施
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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金木町が蛎業主体となるもの
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今
ま
で
に
決
ま
っ
た
事
業
の

概
要
は
表
の
と
お
り
で
す
が
、

町
で
は
七
月
ま
で
に
年
度
別
実

施
計
画
を
作
成
し
、
金
木
町
自

然
休
養
村
播
理
運
憐
委
貝
会
（

会
踵
竹
内
武
六
氏
）
に
諮
っ
た

後
、
県
・
国
の
認
定
を
受
け
、

来
年
度
に
蒜
工
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
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の
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金
木
町
商
工
会
よ
り

桜
の
寄
贈

昭和52年

就業構造基本調査

月 日

芦
野
の
さ
く
ら
ま
つ
り
も
終

っ
た
五
月
十
一
日
、
金
木
町
商

工
会
よ
り
桜
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
・寄

贈
さ
れ
た
の
は
桜
の
苗
木

約
六
十
本
で
す
。

今
年
の
桜
ま
つ
り
は
、
不
順

天
候
と
ぶ
つ
か
っ
て
桜
の
開
花

が
お
く
れ
、
十
日
す
ぎ
に
満
開

と
な
り
ま
し
た
が
、
桜
吹
雪
の

舞
う
公
園
内
に
金
木
町
商
工
会

役
員
全
員
で
苗
木
の
植
樹
を
行

い
、
町
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
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、
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金…木…だ麓翼翼…よ…り

ｎ
日
投
票
日
雛
躍
撰

切
り
月

午
前
八
時
か
ら
ぱ
、
そ
の
摘
院
で
不
在
者
投
票
続
き
が
複
雑
で
す
の
で
、
祥
し

七
凡
十
Ⅱ
は
、
参
雛
院
雛
只
午
後
五
時
ま
で
。
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
く
は
町
選
禰
嚥
務
肋
へ
お
た
ず

通
術
選
挙
（
全
川
Ⅸ
、
地
方
Ⅸ
○
不
在
者
投
票
（
期
川
は
②
と
Ｍ
じ
）
ね
く
だ
さ
い
。
（
期
川
は
選
挙

）
の
投
票
Ｈ
で
す
。
大
切
な
あ
①
投
票
日
に
業
務
・
用
務
等
に
④
歩
行
の
困
難
な
身
障
者
の
方
期
日
前
川
川
ま
で
に
諦
求
し
な

な
た
の
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
り
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
は
、
身
障
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
）

よ
う
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
方
は
、
役
場
選
符
で
不
在
者
投

五
十
二
年
度

○
投
票
場
所
栗
が
で
き
ま
す
。
（
期
間
は
六

第
一
投
票
所
（
金
木
）
月
十
七
日
か
ら
七
川
九
日
ま
で

行
政
協
力
委
員

金
木
町
役
腸
毎
Ｈ
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

第
二
投
票
所
（
川
倉
、
藤
枝
）
午
後
五
時
ま
で
）

決
ま
る

川
倉
小
学
校
②
出
稼
ぎ
な
ど
で
町
外
に
い
る

第
三
投
票
所
（
蒔
田
、
神
脈
、
方
や
、
住
所
を
移
転
し
て
町
外

金
木
一
部
）
に
居
住
し
て
い
て
金
木
町
に
名
今
年
度
の
金
木
町
行
政
協
力
区
）
石
戸
谷
秀
雄
（
同
二
Ⅸ
）

蒔
田
児
亜
館
簿
が
笠
仙
さ
れ
て
い
る
方
は
、
委
貝
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
石
戸
谷
文
雄
（
朝
Ⅱ
町
一
Ⅸ
）

第
四
投
票
所
（
斑
瀬
、
中
柏
木
）
金
木
町
選
挙
笹
理
委
員
会
に
不
会
長
木
下
俊
蔵
櫛
引
政
雄
同
二
区
）
青
木
茂

嘉
瀬
公
民
館
在
者
投
票
用
紙
等
を
諦
求
す
る
副
会
長
中
谷
孫
一
、
脈
田
男
（
北
新
町
）
商
橘
勝
治
（
小

第
五
投
票
所
（
再
良
市
）
と
、
郵
送
さ
れ
た
投
票
用
紙
等
淌
治
、
元
石
繁
正
川
町
一
区
）
石
戸
谷
武
友
（
Ｍ

喜
良
市
小
学
校
を
現
在
地
の
市
区
町
村
選
挙
符
二
ば
）
布
川
満
（
米
町
）
角
田

第
六
投
票
所
（
大
東
ヶ
丘
）
理
委
幽
会
に
持
参
し
、
不
在
者
《
金
木
》
（
本
町
）
外
崎
慶
造
良
逸
（
川
端
町
）
津
朏
朝
五
郎

山
の
家
（
旧
大
東
ヶ
丘
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
栄
町
）
中
村
賊
行
（
旧
町
）
（
寺
町
）
ｎ
川
兼
蔵
（
芦
野
町

分
校
）
（
期
間
は
①
と
同
じ
で
す
が
、
土
岐
伊
久
雄
（
南
新
町
）
山
崎
）
鈴
木
又
芳
（
浦
町
）
佐
々
木

○
投
票
時
間
郵
送
を
考
え
て
す
み
や
か
に
行
昭
二
（
上
山
通
町
）
西
村
節
男
塊
（
新
揃
町
）
、
川
栄
之
進
（

第
一
～
第
五
投
票
所
い
ま
し
ょ
う
。
）
（
中
山
遊
町
）
秋
谷
勇
助
（
下
若
松
町
一
区
）
松
尾
正
五
郎
（

午
前
七
時
か
ら
③
指
定
病
院
（
ベ
ッ
ト
数
五
十
山
道
町
）
小
野
元
端
（
美
啼
町
同
二
区
）
熊
谷
光
男
（
川
三
区

午
後
六
時
ま
で
。
床
以
上
の
病
院
）
に
入
院
し
て
）
鳴
海
昭
治
、
山
崎
明
徳
（
昭
）
成
田
班
甫
（
Ｍ
四
区
）
芳
賀

第
六
投
票
所
い
る
方
は
、
病
院
に
申
出
す
れ
和
町
）
角
田
金
男
（
神
明
町
一
武
義
（
見
崎
町
）
金
本
正
三
（

戸一

《
、

手
帳
、
ま
た
は
県
知
聯
が
発
行

す
る
賊
明
神
を
提
示
し
て
不
在

者
投
票
川
紙
等
を
術
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
障
押
の
程

腱
に
よ
っ
て
自
宅
で
不
在
者
投

票
（
郵
便
に
よ
る
）
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
①
～
③
よ
り
手

続
き
が
複
雑
で
す
の
で
、
詳
し

く
は
町
選
禰
嚥
務
肋
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
（
期
川
は
選
挙

期
日
前
川
川
ま
で
に
諦
求
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
）

三
軒
町
）
斎
藤
正
弘
（
上
沢
部

）
津
烏
喜
之
（
下
沢
部
）
前
川

喜
三
（
旭
ヶ
丘
剛
地
）
北
沢
浦

一
（
大
東
ヶ
丘
）
中
村
清
勝
（

芦
野
団
地
）
小
林
利
勝
、
中
谷

信
次《

蒔
田
》
（
上
蒔
田
）
川
口
満

術
（
下
時
旧
）
外
崎
茂

《
神
原
》
（
神
腺
）
前
田
術
美

術
《
藤
枝
》
（
ｔ
藤
枝
）
工
藤
善

山
郎
（
中
藤
枝
）
工
藤
タ
マ
（

下
藤
枝
）
竹
内
あ
い
子

《
川
倉
》
（
湯
の
川
）
三
潟
森

蔵
（
林
下
）
円
川
久
慶
（
向
道

）
川
中
樹
雄
（
女
坂
）
中
谷
孫

一
（
上
宇
田
野
）
中
谷
一
郎
（

下
宇
川
野
）
中
谷
幸
江
子

《
嘉
瀬
》
（
雲
雀
野
団
地
）
締

永
宏
（
東
町
）
八
幡
正
平
（
上

小
栗
崎
）
松
川
良
一
（
中
小
栗

崎
）
神
島
忠
雄
（
下
小
栗
崎
）

須
崎
安
政
（
上
派
立
）
土
岐
寛

一
郎
（
叩
派
立
）
今
平
腱
（
下

派
立
）
木
下
俊
蔵
（
上
新
町
）

今
哲
三
（
下
新
町
）
須
崎
梅
太

郎
（
上
昭
和
町
）
櫛
引
柾
衛
（

下
昭
和
町
）
白
川
政
五
郎
（
本

町
）
脈
剛
淌
治
（
冷
水
）
今
喜

代
治
（
車
町
）
阿
部
定
平
（
畑

中
）
神
品
消
光
（
後
町
）
山
中

源
太
郎
（
上
古
町
）
木
村
清
海

（
下
古
町
）
平
川
久
右
工
門
（

新
誠
町
）
舛
甚
頼
荘
（
新
堤
町

）
吉
崎
忠
美
（
上
鍛
治
町
）
山

中
窩
士
男
（
下
鍛
治
町
）
野
宮

正
一《

中
柏
木
》
（
上
中
柏
木
）
成

田
一
（
下
中
柏
木
）
西
村
秀
男

《
喜
良
市
》
（
更
生
部
落
）
藤

本
秀
雄
（
西
岩
見
町
）
元
石
繁

正
（
東
岩
見
町
）
宮
崎
与
太
（

林
町
）
西
村
昭
八
（
野
崎
）
宮

崎
初
太
郎
（
北
本
町
）
工
藤
武

男
（
下
派
立
）
三
上
菊
次
郎
（

上
派
立
）
大
橋
藤
太
郎
（
南
本

町
）
桜
庭
貞
三
（
上
柏
木
）
加

藤
弥
一
郎
（
下
柏
木
）
古
川
嘉

之
助
（
下
町
）
今
万
五
四
郎
（

川
端
町
）
今
重
雄
（
双
葉
町
）

芳
村
喜
市

青
森
県
弁
護
士
会
に
よ
る
〃

無
料
法
律
相
談
″
が
、
毎
週
水

雌
Ⅲ
、
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま

で
、
青
森
喋
弁
謹
士
会
事
務
局

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
金
銭
・

家
庭
・
不
動
産
・
そ
の
他
の
民

事
相
談
や
、
交
通
事
故
の
相
談

訴
訟
手
続
等
の
相
談
、
裁
判
費

用
貸
与
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
で
下
さ

い
。 〃

無
料
法
律
相
談
〃

の
お
知
ら
せ

＝
L一一二二ユユ一一一一一一二一一一一一一一一一今▲今ニュー一一ユーーニム一一▲▲▲』
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金…木…だ…よ…り… 露

今 秋
元
徹
也
（
吾
郎
）
金

昭
和
十
六
年
頃
、
北
支
山
西
族
を
捜
し
て
い
ま
す
。

省
路
安
附
近
の
野
戦
病
院
で
戦
お
心
当
た
り
の
方
は
、
役
場

病
死
さ
れ
た
金
木
町
出
身
の
陸
町
民
課
（
内
線
⑲
番
）
ま
で
お

軍
中
尉
外
崎
洋
志
一
殿
の
御
遺
知
ら
せ
下
さ
い
。

Ⅱ
Ｎ
ｐ
Ⅲ
Ｈ
居
Ⅲ
Ｈ
Ｋ
Ⅲ
リ
ロ
Ⅱ
Ｈ
口
Ⅱ
Ｈ
・
ｈ
ｌ
ご
ｎ
Ｗ
画
、
Ｈ
》
、
Ｙ
勺
Ⅱ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
今
、
Ｈ
〕
ｎ
Ｉ
Ｋ
Ⅲ
ｘ
▽
ｎ
Ｎ
管
ｎ
ｌ
ｏ
ｎ
ｙ
間
Ｉ
ｅ
０
１
．
、
リ
ロ
川
廿
管
、
１
Ｋ

小
松
公
（
正
）
嘉

太
田
裕
子
（
勝
久
）
金

溜
井
康
介
（
誠
二
金

津
田
路
也
（
均
）
嘉

菊
地
ま
ゆ
み
（
義
勝
）
川

山
中
孝
幸
（
一
輝
）
嘉

－ご誕生一
おめでとう こ

の
人
を

さ
が
し
て
い
ま
す

博
仁
（
久
艘
）
嘉 曇

（
４
月
）

倉瀬木木瀬瀬瀬木

白
川
薫
（
英
憲
）
川
倉

葛
西
美
春
（
勉
）
金
木

白
川
悠
子
（
武
則
）
喜
良
市

工
藤
絵
美
（
鈴
雄
）
嘉
瀬

古
川
恵
（
滋
）
喜
良
市

尾
野
末
央
子
（
則
次
）
金
木

新
岡
朋
恵
（
年
）
金
木

成
田
記
子
（
実
）
藤
枝

中
谷
貴
昌
（
重
夫
）
川
倉

三
上
優
作
（
兼
作
）
神
原

津
島
教
道
（
穂
）
金
木

式

△
丁阿

部
加
藤

（
４
月
）

（
唾
率
癖
諏
一
韓
識
一
筆
鋤
柿

（
癖
砺
ユ
塞
鎧
聖
舞
鑑
一
毒
》
柿

（
》
峠
栄
》
堯
弄
諦
峠
一
筆
率
栖

（
搾
率
美
一
三
一
睡
審
誰
一
塞
所
棒

（
罐
蹄
鴎
雲
尭
鞘
罐
郵
一
錘
所
柿

（
蹄
真
鰯
蕊
毒
諦

（
詫
鯏
孝
畦
堯
評
産
割
一
率
率
琉

（
緬
皐
セ
歴
壱
一
認
奄
一
詮
蟹
群

（
距
甦
唾
堯
一
室
蓉
輌
一
癖
垣
酎

（
驍
鶏
蕊
嘉
鞠

（
睡
蝿
マ
サ
言
一
塞
鑑
一
幅
罐
姉

（
却
榊
人
準
華
尋
一
獲
毒
所
祷

－ご結婚一
おめでとう 祐

介
洋
丈

大
奨

（
寿
生
）

（
昌
弘
）

（
由
博
）

喜
良
市

金
木

金
木

（
》
杣
癖
悪
一
》
》
一
葬
森
稀

（
濡
潔
燕
竜
群

（
蕊
蠅
莎
鼈
獺

（
露
諦
美
罐
壼
一
琴
海
一
癖
島
時

（
綴
歩
窪
緬
）
惑
割

儘
曹
蝶
総
潅
禰

へ
古
川
兼
市
（
兼
雄
）
喜
良
市

〆
江
良
秋
子
（
健
一
郎
）
稲
垣
村

（
垂
階
塞
壼
一
跨
巫
銅
一
雪
雲
栖

曇
銭
《
蕊
一
一
一
蕪

伊
藤

工
藤

〈
ブ櫛

引
松
山

伊
藤

（
４

イ
セ
（
、
）

フ
ョ
（
妬
）

タ
マ
（
虹
）

恵
子
（
幻
）

正
治
（
蛇
）

定
行
（
釦
）

月
）

嘉
瀬

金
木

喜
良
市

金
木

金
木

嘉
瀬

一

伊
藤
永
太
郎
（
蛇
）
喜
良
市

石
戸
谷
鉄
郎
（
犯
）
金
木

中
谷
秀
四
郎
（
万
）
川
倉

松
川
国
治
（
麺
）
嘉
瀬

田
村
実
智
子
（
⑲
）
喜
良
市

伊
丸
岡
未
五
郎
（
お
）
〃

工
藤
弥
十
郎
（
師
）
藤
枝

荒
井
繁
光
（
鈍
）
金
木

葛
西
恵
子
（
“
）
金
木

荒
井
卓
也
（
６
）
金
木
一

櫛
引
き
な
（
的
）
金
木
一

大
橋
い
し
（
九
）
金
木

長
利
起
和
（
釦
）
金
木
一

（
諦
村
奉
毒
一
誕
蕊
一
評
雲
緬

へ
伊
藤
幸
美
（
与
四
郎
）
嘉
瀬

〆
鳴
海
由
紀
子
（
保
与
）
喜
良
市

（
催
僻
る
唯
↑
霊
窪
竜
錘
柿

（
融
繩
誠
唇
堯
熟
辮
認
一
群
里
緬

（
癖
唾
魂
甥
一
癖
癖
一
睾
戸
峠

（
銅
榊
“
一
郭
毛
罐
註
蔀
拝
捲
誌

（
準
順
と
齢
誰
霊
鍛
澪
謹
川
癖

（
蹄
睡
癖
審
識
一
》
確
一
搾
上
鰯

（
嘩
燕
ま
垂
誹
一
罐
儘
一
霊
力
紳

田
植
え
も
終
わ
り
、
農
家
の

み
な
さ
ん
は
ホ
ッ
と
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
田

植
え
期
に
な
る
と
、
風
雨
が
強

く
な
り
、
、
冷
害
が
お
こ
り
、

せ
っ
か
く
植
え
た
苗
が
死
ん
で

し
ま
い
、
植
え
な
お
し
を
す
る

と
こ
ろ
も
で
て
い
る
よ
う
で
す

や
っ
と
植
え
た
苗
で
す
。
じ

ょ
う
ぶ
に
育
て
て
、
う
ま
い
米

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

今
月
十
四
日
に
、
金
木
町
を

〃
あ
す
な
る
国
体
″
大
会
旗
・

炬
火
リ
レ
ー
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が

通
過
し
ま
す
．
リ
レ
ー
の
走
者

は
、
町
内
各
小
中
高
等
学
校
と

金
木
町
体
育
協
会
の
み
な
さ
ん

で
す
。
本
番
は
九
月
二
十
九
日

で
す
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に

今
回
行
う
も
の
で
す
。
時
間
は

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
の
あ

い
だ
で
す
。
リ
レ
ー
隊
が
通
っ

た
ら
拍
手
で
送
り
ま
し
ょ
う
。

＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
も
吟
吟

曙
‐
曙
‐
受
莞
弼
受
１
受
受
受
受

■
■
Ｂ
■
Ｈ
Ｆ
Ｌ
Ⅱ
Ｅ
０
ｂ
ｌ
ｈ
Ｉ
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